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1 キャリア教育のすすめ  
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（１）キャリア教育とは？     
 

 

 

 

 

 

 

 

      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      
 

 

 

（２）キャリア教育によって育成する力とは？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

学校生活や家庭生活、地域社会などの様々な社会の中で、自

分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現していく

過程を「キャリア発達」といいます。 

キャリア発達とは･･･ 

一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力 

や態度を育てることを通して、キャリア発達を促す教育 

キャリア教育は、子供たち一人一人がキャリアを形成していくために必要な能力や態度の育

成を目標とします。特定の活動や指導方法に限定されるものではなく、様々な教育活動を通し

て実践されるものです。子供たち自身が、「学び続けたい」「働き続けたい」と強く願い、それ

を実現させていく姿がキャリア教育の目指す姿です。 
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（３）キャリア教育推進の３つのポイントは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自校の学校教育目標や目指す子供の

姿を基礎的・汎用的能力を構成する４

つの能力と照らし合わせて、「子供たち

に身に付けさせたい力」を検討しまし

ょう。 

ポイント１ 自校の課題を明確にしましょう。 

ポイント２ 子供たちの発達段階に応じて、自校の教育活動を見直し

てみましょう。 

ポイント３ 「自校の子供たちに身に付けさせたい力」の育成に向け

て、洗い出した教育活動をつないでみましょう。 
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（４）  小学校のキャリア教育に期待されるものは？ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空想的な夢に代わって、自らの将来につながる

希望や目標を描くための力は、小学校からの継続

的なキャリア教育によって育まれるものです。小

学校では、現実社会で活躍する多様かつ魅力ある

大人に接する機会を設けたり、様々な職業の存在

に気付かせたりしながら、広い視野から社会や職

業を捉える力を培うようにしましょう。 

また、小学校では、既存の教育活動の中にキャ

リア教育と関連する内容が数多くあります。それ

らをキャリア教育の視点で捉え直すことで、それ

ぞれの活動の関連が明確になります。学級担任が

すべての教科を見渡しやすいという小学校の利

点を生かし、キャリア教育の視点を意識して取り

組むことが大切です。 

小学校段階は、社会人として必要な自律性や社会性

を育て、一人一人の子供たちがそれぞれの進路を探

索・選択する力を培う上で、重要な基盤を形成する大

切な時期です。  

  ただ、小学校におけるキャリア教育は、具体的な将 

来設計を立てさせることを目指すものではありませ

ん。学級・学校・家庭・地域社会等における様々な活 

動を通して、将来設計の基盤となる「夢や希望」を育 

み、目標の達成を目指して工夫し努力することの大切 

さを体得させ、自信や有用感を高める機会を計画的に 

設けていくことが大切です。 

岡山県マスコット 
「うらっち」 

岡山県マスコット 
「ももっち」 
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２ 全体計画・年間指導計画 

を作成しましょう 



6 
 

 

 

 

 

（１） 全体計画の作成 

 

   各校においてキャリア教育を系統的・組織的に推進していくためには、その全体計 

画が欠かせません。 

   全体計画を作成することにより、学校の特色や重点、それに基づいた教育課程にお 

けるキャリア教育の位置付けが明確となり、学校全体で共有することができるように 

なります。 

全体計画作成のスタートとなるのが、各学校で定めるキャリア教育の目標です。キ  

ャリア教育を通してどのような能力や態度を身に付けさせようとしているのかを具体

的に定め、教員全員がそれを共有することが求められます。目標の設定に当たっては、  

児童の実態・家庭や地域からの期待などを踏まえ、学校の実情に見合ったものとする 

ことが極めて重要です。 
               

 

 

 

  

【全体計画に盛りこむべき内容】 
 

    

       

① 必須の要件として詳細に記すもの 

キャリア教育の目標 教育内容、方法 

育成すべき能力、態度 各教科等との関連 
 

② 基本的な内容や方針等を概括的に示すもの 

   

学習活動 指導体制 学習の評価 
    

      ③ 各学校が全体計画を示す上で必要と考えるもの 

 

   

 

 
    
 

 

 

 

 

・学校の教育目標       ・地域の願い 

・当該年度の重点目標     ・保護者の願い 

・地域の実態         ・教職員の願い 

・学校の実態         ・地域との連携 

・児童の実態         ・中学校との連携  等 
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キャリア教育におい

て「目指す具体的な

児童の姿」を示して

います。 

発達段階に応じた、

特に身に付けさせた

い基礎的・汎用的能

力を４つの能力別に

示しています。 

教育内容や各教科との関連 

育

成

す

べ

き

能

力 

指導に当たっての基盤となる取組や学

校での体制について示しています。 

キャリア教育の目標 

教科領域においてキャ

リア教育の視点を持っ

て重視する指導内容を

示しています。 

全体計画例 
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キャリア教育推進の中心的

役割を果たす担当を明示し

ています。 

学校の実態に合わせ、キャリア教育の

達成目標（伸ばしたい力）を学年別に

示しています。 

キャリア教育の目標達成のための

具体的な活動を示しています。 

中学校区全体で、同一の

目標を掲げています。 
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年間指導計画は、「キャリア教育と関連する単元を整理し、キャリアの視点での指 
導計画を示す」「各発達の段階における能力・態度の到達目標を具体的に設定する」 
など、全体計画を具体化するものです。 

  各教科、道徳、外国語活動、総合的な学習の時間及び特別活動の指導内容から小学校

学習指導要領のキャリア教育に関連する事項を確認し、重点的に指導する単元等を学校

の実情に応じて選択し、身に付けさせたい能力や態度を明確に示しましょう。 
小学校では、子供たちのキャリア発達を促す内容が多くあり、それらの機会を計画的 

に活用していきましょう。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各教科・総合的な学習の時間において、キャリア教育に関連する単元を明らかにし、その中で

も特にキャリア教育の視点を持って教師が指導する単元名と目標を明記しています。その際、

教師の指導目標でなく、児童の目標にすると、評価項目との関連が分かりやすくなります。 

学校行事と学級活動を分けて明示し

ています。特別活動として、一括し

て明示することもできます。 

想定する単元で身に付けさせたい基

礎的・汎用的能力を示しています。 

（２） 年間指導計画の作成 

年間指導計画例 
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年間指導計画は、「キャリア教育と関連する単元を整理し、キャリアの視点での指 
導計画を示す」「各発達の段階における能力・態度の到達目標を具体的に設定する」 
など、全体計画を具体化するものです。 

  小学校学習指導要領の各教科、道徳、外国語活動、総合的な学習の時間及び特別活動

の指導内容からキャリア教育に関連する事項を確認し、重点的に指導する単元等を学校

の実情に応じて選択し、身に付けさせたい能力や態度を明確に示しましょう。 
小学校では、子供たちのキャリア発達を促す内容が多くあり、それらの機会を計画的 

に活用していきましょう。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各教科・総合的な学習の時間において、キャリア教育に関連する単元を明らかにし、その中で

も特にキャリア教育の視点を持って教師が指導する単元名と目標を明記しています。その際、

教師の指導目標でなく、児童の目標にすると、評価項目との関連が分かりやすくなります。 

学校行事と学級活動を分けて明示し

ています。特別活動として、一括し

て明示することもできます。 

想定する単元で身に付けさせたい基

礎的・汎用的能力を示しています。 

（２） 年間指導計画の作成 

年間指導計画例 
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 幼小中の発達段階を意識した目標を設定しています。 

中学校区で共通のキーワードをあげることで、伸ばしたい力につい

て、幼・小・中それぞれの教員の理解を促進することができます。 

全体計画や年間指導計画の他に、中学校区のキャリア教育

の目標を踏まえ、幼・小・中の発達段階に応じた目標を設定

することも有効です。係や当番活動、職場見学などの活動に

おいて、上学年を意識した指導と長期的なスパンでのキャリ

ア教育の推進につながります。 

テーマに絞って、中

学校区の幼・小・中そ

れぞれがキャリアの

視点を重視して行う

学習・保育を洗い出し

てみると、連携のポイ

ントが見えてきます。 

キャリア教育の視点を重視して行う体験活動一覧 一部抜粋 
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